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畜
産
業
（
肉
用
牛
子
牛
生
産
）
は
、
広
大
な
原
野
を
利
用
し
た
「
周
年
放

牧
体
系
」
で
、
令
和
六
年
度
の
出
荷
頭
数
は
四
五
〇
頭
、
売
上
額
は
約

二
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
畜
産
業
は
、
大
き
く
肥
育
農
家
と
育
成
牛

農
家
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
本
村
で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
育
成
牛
の

生
産
で
す
。
約
一
〇
カ
月
程
度
の
子
牛
を
鹿
児
島
市
内
の
市
場
へ
出
荷

し
て
い
ま
す
。
輸
送
手
段
が
村
営
定
期
船
「
フ
ェ
リ
ー
と
し
ま
２
」
の

み
の
た
め
、
セ
リ
の
日
に
合
わ
せ
て
、
各
島
か
ら
同
船
に
よ
っ
て
輸
送

す
る
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
出
荷
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

十
島
村
の
畜
産
の
歴
史
は
長
く
、か
つ
て
は
村
内
に
馬ば

く

喰ろ
う

が
訪
れ
、牛

を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
二
年
一
一
月
に
念
願
の
市

場
出
荷
が
可
能
と
な
り
、
適
正
な
価
格
で
の
売
買
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
周
年
放
牧
体
系
で
あ
っ
た
た
め
、
加
入
の
難
し
か
っ
た
家

畜
共
済
制
度
に
も
、
令
和
三
年
五
月
か
ら
加
入
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

村
の
畜
産
業
の
現
状

�

十
島
村
は
、
鹿
児
島
本
土
か
ら
南
南
西
方
向
へ
と
伸
び
る
琉
球
列
島

の
北
部
、
屋
久
島
と
奄
美
大
島
と
の
間
に
挟
ま
れ
た
、
有
人
七
島
と
無

人
五
島
の
一
二
島
か
ら
な
る
村
で
す
。
ト
カ
ラ
列
島
と
も
呼
ば
れ
、
南

北
約
一
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
「
日
本
一
長
い
村
」
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
火
山
島
、
珊
瑚
礁
の
島
、
温
泉
の
島
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
に
特
色
を
持
つ
豊
か
な
自
然
と
、
大
和
・
琉
球
の
両
文
化
の
影
響

を
受
け
た
祭
事
や
郷
土
芸
能
な
ど
独
特
の
文
化
を
有
し
、
本
土
で
は
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
貴
重
な
地
域
で

す
。
本
土
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
外
海
の
島
々
の
た
め
、
厳
し
い
生
活
環
境

で
は
あ
り
ま
す
が
、村
に
は
六
七
〇
人
（
令
和
七
年
三
月
現
在
）
の
自
然
に

寄
り
添
っ
た
暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。

基
幹
産
業
は
、
農
業
・
漁
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
で
す
。
こ
の
う
ち

事 
例 

報 

告 

４

「
周
年
放
牧
体
系
」の
強
み
を
生
か
す

畜
産
振
興

鹿
児
島
県
十
島
村
産
業
振
興
室　

永
田 

勇
樹
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境
を
整
備
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
畜
産
農
家
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
に
よ
る
牧
場
の
維
持
管
理
や
人
工
授
精
師
の
確
保
な
ど
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
育

成
・
確
保
に
加
え
、
天
候
不
良
で
定
期
船
が
欠
航
・
抜
港
し
出
荷
日
が

ず
れ
る
な
ど
輸
送
面
に
お
い
て
も
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

畜
産
の
振
興
を
図
る
村
の
取
り
組
み

�

十
島
村
の
畜
産
振
興
を
図
っ
て
い
く
う
え
で
、
大
き
な
障
壁
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
輸
送
費
で
す
。
牛
舎
建
設
を
例
に
と
っ
て
も
、
建
築
資

材
な
ど
多
く
の
物
資
に
海
上
輸
送
費
が
上
乗
せ
さ
れ
、
本
土
で
建
設
す

る
よ
り
も
か
な
り
割
高
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
本
村
で
は
、
こ
の
ハ

ン
デ
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
営
農
支
援
や
補
助

制
度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
子
牛
と
飼
料
の
「
海
上
輸
送
運
賃
補
助
（
飼
料
運
賃
補
助

／
子
牛
出
荷
運
賃
補
助
）」
で
す
。
十
島
村
と
鹿
児
島
本
土
に
お
け
る
畜
産

業
の
一
番
の
違
い
は
、
海
上
輸
送
の
有
無
だ
と
思
い
ま
す
。
本
村
で
は
、

こ
の
ハ
ン
デ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
子
牛
の
出
荷
は
一
頭
に
つ
き
二
一

〇
〇
円
、
飼
料
に
つ
い
て
も
国
の
「
特
定
有
人
国
境
離
島
交
付
金
」
を

活
用
し
、
海
上
輸
送
運
賃
の
八
割
以
内
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
海
上
輸

送
の
課
題
は
、
今
後
も
ず
っ
と
続
く
も
の
な
の
で
、
本
土
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
少
し
で
も
縮
ま
る
よ
う
、
村
と
し
て
も
継
続
的
に
支
援
し
て
い
き

以
前
は
、
島
の
子
牛
が
「
未
登
記
牛
」
で
あ
っ
た
た
め
、
本
土
の
子

牛
と
の
間
に
価
格
差
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
村
と
し
て
未
登
記
牛

の
解
消
に
取
り
組
み
、
国
や
県
の
事
業
を
活
用
し
て
新
た
な
母
牛
の
導

入
を
行
な
う
な
ど
、
生
産
母
牛
の
改
良
を
促
進
し
た
こ
と
で
、
現
在
で

は
そ
の
差
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
、
畜
産
業
を
地
域
の
重
要
な
基
幹
産
業
に
位
置
づ
け
、
充

実
し
た
支
援
を
実
施
し
、
安
心
し
て
畜
産
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
環

島名 令和2年 3年 4年 5年 6年
口之島 10 10 9 9 6
中之島 10 10 10 10 8

諏訪之瀬島 12 11 12 12 12
平島 8 8 8 8 7
悪石島 6 6 6 6 5
小宝島 5 5 5 5 5
宝島 6 5 6 6 8
計 57 55 56 56 51

島名 20代 30代 40代 50代 60代 70代 農家
軒数

平均
（歳）

口之島 - 1 1 - 3 1 6 56.2
中之島 - 1 2 - 5 - 8 55.8

諏訪之瀬島 - 1 2 3 2 4 12 60.3
平島 - - 1 - 4 2 7 63.6
悪石島 - - - 3 2 - 5 57.4
小宝島 - 1 1 - 2 1 5 56.0
宝島 1 1 - 2 3 1 8 54.0
計 1 5 7 8 21 9 51 57.8

直近5年の各島の農家軒数の推移� （軒）

各島の農家の年齢構成（令和6年12月現在）
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十島村では、広大な原野を利用した周年放牧が可能。

小宝島にて。子牛の出荷の様子。
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た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
生
産
施
設
の
整
備
・
改
修
に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
天

災
な
ど
に
よ
る
被
害
の
現
状
復
旧
を
図
る
た
め
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
す
る
「
生
産
施
設
整
備
補
助
」
で
す
。
要
綱
に
定
め
ら
れ
て

い
る
機
械
な
ど
の
購
入
支
援
も
行
な
っ
て
お
り
、
新
規
・
既
存
を
問
わ

ず
多
く
の
畜
産
農
家
が
活
用
す
る
、
新
規
就
農
や
事
業
拡
大
へ
の
貢
献

度
の
高
い
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
村
で
は
、
各
島
に
公
共
牧

場
を
所
有
し
て
お
り
、
各
畜
産
組
合
員
の
協
力
の
も
と
こ
れ
ら
牧
場
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
村
が
有
刺
鉄
線
・
鉄
柱
を
購
入
・
整
備
す
る
こ
と

で
、
住
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
畜
産
農
家
の

労
力
や
生
産
コ
ス
ト
の
抑
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、「
十
島
村
畜
産
振
興
繁
殖
雌
牛
預
託
事
業
」
で
す
。
優
良

な
繁
殖
雌
牛
を
導
入
・
預
託
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
農

家
の
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
、
肉
用
牛
の
改
良
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
畜
産
を
は
じ
め
村
で
新
し
く
事
業
を
始
め
る
方
に
向
け

た「
十
島
村
新
規
就
業
者
支
援
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、新

規
就
業
者
が
経
営
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
準
備
資
金
な
ど
の
貸
付

に
よ
り
、新
規
就
業
者
の
育
成
と
定
着
化
お
よ
び
定
住
促
進
を
図
り
、地

域
の
産
業
振
興
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
、

新
規
に
事
業
を
始
め
る
者
と
、
本
村
に
住
所
を
定
め
て
か
ら
五
年
を
経

過
し
て
お
ら
ず
、
生
産
基
盤
な
ど
の
確
立
が
な
さ
れ
て
い
な
い
五
六
歳

未
満
の
者
と
し
て
い
ま
す
。

村
で
は
、
こ
れ
ら
の
支
援
に
よ
り
、
今
後
も
本
土
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の

解
消
、
農
家
の
基
盤
確
立
や
畜
産
業
の
継
承
に
貢
献
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
が
課
題

�

十
島
村
で
は
、
上
述
の
よ
う
な
就
業
支
援
や
各
種
移
住
・
定
住
施
策

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
都
市
部
な
ど
で
行
な
わ
れ
て
い
る
移
住
相
談

会
や
地
元
の
農
業
大
学
で
の
就
職
説
明
会
に
参
加
し
、
就
農
者
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。
過
去
五
年
間
で
三
名
の
畜
産
農
家
の
就
農
実
績
が

あ
り
ま
す
が
、
就
農
希
望
自
体
の
絶
対
数
が
少
な
い
う
え
に
、
畜
産
業

の
志
望
と
な
る
と
さ
ら
に
数
が
限
ら
れ
、
人
材
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
状
況
で
す
。

本
村
の
畜
産
の
最
大
の
強
み
は
、
周
年
放
牧
が
可
能
な
点
だ
と
思
い

ま
す
。
一
般
的
に
畜
産
業
を
始
め
る
た
め
に
は
、
母
牛
や
子
牛
を
飼
育

す
る
牛
舎
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
十
島
村
で
は
、
母
牛
を
放
牧
体
系

で
飼
育
し
て
い
る
た
め
、
畜
舎
飼
い
と
比
較
す
る
と
、
必
要
な
初
期
投

資
が
小
さ
く
て
済
み
ま
す
。
ま
た
、
牧
草
地
を
利
用
す
る
た
め
飼
料
代

な
ど
を
軽
減
で
き
る
点
も
強
み
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
畜
産

業
で
収
入
を
得
よ
う
と
す
る
と
、
種
を
つ
け
て
か
ら
出
荷
に
い
た
る
ま

で
に
二
年
間
ほ
ど
の
時
間
を
要
し
ま
す
。
そ
の
間
、「
就
業
者
育
成
事

業
」
な
ど
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
立
に
向
け
た
就
業
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や
自
給
飼
料
の
確
保
な
ど
に
力
を
入
れ
、
生
産
性
の
向
上
と
コ
ス
ト
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
新
技
術
を
活
用

し
た
「
ス
マ
ー
ト
畜
産
」
の
促
進
に
よ
る
労
働
時
間
や
飼
料
の
削
減
も
、

今
後
の
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
畜
産
業
の
実
現
に
向
け
て

�

先
述
の
通
り
、
十
島
村
で
畜
産
業
を
振
興
し
て
い
く
上
で
の
大
き
な

ハ
ー
ド
ル
の
一
つ
が
輸
送
問
題
で
す
。
子
牛
の
出
荷
に
際
し
て
も
、
定

期
船
が
唯
一
の
輸
送
手
段
と
な
る
た
め
、天
候
や
船
の
運
航
の
動
向
、セ

リ
日
の
確
認
、
セ
リ
に
合
わ
せ
た
子
牛
の
体
調
管
理
な
ど
、
本
土
と
比

較
し
て
非
常
に
複
雑
な
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
必
ず

海
上
輸
送
が
入
る
た
め
、
飼
料
代
や
敷
料
（
牛
の
寝
床
に
敷
く
稲
ワ
ラ
や
オ

ガ
ク
ズ
な
ど
）
代
な
ど
も
割
高
と
な
り
、
畜
産
経
営
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
飼
料
価
格
の
向
上
や
燃
料
費
の
上
昇
な
ど
も
、

経
営
負
担
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
庁
（
十
島
村
役
場
は
鹿
児
島
市
内
に
所
在
）
と
各
島
が
離
れ
て

い
る
こ
と
、
有
人
島
が
七
島
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
分
な
営
農
指
導

が
難
し
い
こ
と
も
課
題
で
す
。

獣
医
師
の
確
保
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
、
現
在
、
二
名
の
獣
医
師

に
よ
り
全
七
島
の
牛
の
治
療
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
各
島
の
移

動
は
基
本
的
に
定
期
船
と
な
る
た
め
、
治
療
ま
で
に
時
間
を
要
し
て
し

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
本
村
の
利
点
で
す
。

こ
れ
ら
の
支
援
事
業
を
十
分
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
各
畜
産
農
家

の
定
着
化
、
規
模
の
拡
大
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、
分
娩
間
隔
の
短
縮飼料用の牧草地。
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ま
い
ま
す
。
獣
医
師
の
移
動
に
か
か
る
負
担
な
ど
も
勘
案
す
る
と
、
全

島
に
獣
医
師
を
配
置
す
る
こ
と
が
理
想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
件
費
は

も
ち
ろ
ん
人
材
確
保
の
面
で
も
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
十
島
村
で
は
、
強
み
で
も
あ
る
「
周
年

放
牧
体
系
の
維
持
」
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
農
家
、
飼
育
頭
数
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
牧
場
の
維
持
管
理

も
難
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
新
規
就
農
者
の
確

保
、
飼
養
頭
数
の
増
加
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
国
の
多
く
の
自
治
体
と
同
じ
よ
う
に
、十
島
村
も
後
継
者
不
足
、人

手
不
足
が
深
刻
な
課
題
で
す
。
担
い
手
の
確
保
に
向
け
、
各
島
は
も
ち

ろ
ん
村
全
体
で
の
取
り
組
み
や
、
地
域
を
ま
き
こ
ん
だ
移
住
対
策
な
ど

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
管
理
体
制
の
整

備
な
ど
ス
マ
ー
ト
畜
産
を
積
極
的
に
進
め
、
生
産
性
の
向
上
や
分
娩
事

故
な
ど
の
リ
ス
ク
の
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
事
業
継
承
を
確
実
に
進
め
る
た
め
、
廃
業
を
検
討
し
て

い
る
農
家
か
ら
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
や
施
設
な
ど
を
し
っ
か

り
引
き
継
ぐ
な
ど
、
持
続
可
能
な
畜
産
業
の
実
現
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

■

鹿児島本土の市場でのセリの模様。

永
田 
勇
樹 
（
な
が
た 

ゆ
う
き
）

昭
和
六
三
年
八
月
生
ま
れ
。鹿
児
島
県
鹿
屋
市
串
良
町
出
身
。大
学
卒
業
後
、さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

畜
産
の
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
。平
成
二
八
年
七
月
十
島
村
役
場
入
職
。現
在
、地
域
振
興
課
産
業
振

興
室
畜
産
係
九
年
目
。


